
ごみ処理広域化による

良好な生活環境の保全

『声のラン』～声の「花」を咲かせましょう！

　主幹 ( ごみ処理広域化担当）

は、ごみ処理の広域化を推進す

るため、今年 10 月に環境センタ

ーに新設されたセクションです。

　具体的には、千歳市、北広島

市の石狩東部地域と長沼町、南

幌町、由仁町、栗山町の南空知

南部地域を含めた２市４町の自

治体でごみの共同処理を行うも

のです。

　現在、これらの自治体で「特

別地方公共団体」（一部事務組

合又は広域連合 ) の設立準備を

進めています。

　環境センターで稼動している

焼却処理施設は、平成２年に建

設したもので、適正な維持補修

を行いながらも、平成 35 年度

には耐用年限を迎えます。

　それまでに新たな建設場所を

広域圏の中で選定し、新焼却処

理施設の稼動を目指しています。

　さらに、廃棄物中間処理施設

( 無害化や減量化などの処理）

や最終処分場（埋立処理）を可

能な限り広域で集約できるよう

計画の策定を進め、次世代にお

いても良好な生活環境の保全に

取り組んでいきます。

【お問い合わせは】
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「いまさら、なかなか聞けない

わ」ということはありませんか？

小さなことでも、正しく理解し

ていただくために、「イマハナ」コーナ

ーでは、皆さんのささやかな疑問にお答

えします。
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【詳細】危機管理課防災･危機対策係 (24)0144
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広報ちとせ 12 月号 　17

【ワンポイントメモ】

市道には ､ 道路管理者である市

長が設置できる ｢ ╋形道路交差

点あり ｣ や ｢ 学校 ､ 幼稚園 ､ 保

育所等あり」､｢ 幅員減少」など ､

黄色の ｢ 警戒標識 ｣ があります。

注意を促すよう ､ 事故の起きや

すいところに設置しています。

　｢ 注意報 ｣､｢ 警報 ｣ は ､ 大雪や風雪などの気

象現象により ､ 災害が発生する危険度に応じて

気象庁から発表されます。発表基準は地域によ

って基準値が設定されています。千歳市では、

例えば 12 時間に 20 ㎝の雪が降り ､ 災害が発生

するおそれがあると予測したときに ｢ 大雪注意

報 ｣ が発表され ､ ６時間に 30 ㎝あるいは 12 時

間に 40 ㎝の雪が降り ､ 重大な災害が起こると予

測したときに ｢ 大雪警報 ｣ が発表されます。「注

意報」､「警報」が発表されたときは ､ 災害から

身を守るため最新の情報に注意しましょう。

天気予報の「注意報」と

「警報」の違いは？


